
20102010

お知らせ版
平成22年10月25日号No,668

1 広報しずくいし●2010年10月25日●第668号

あなたはもう設置しましたか

家族を守る住宅用火災警報器

住
宅
火
災
で
死
に
至
る
原
因
の
約
六

割
が
逃
げ
遅
れ
に
よ
る
も
の
で
す
。
火

災
が
発
生
し
た
こ
と
を
よ
り
早
く
気
づ

く
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
当
然
早
い
避
難

が
可
能
と
な
り
、
命
が
助
か
る
可
能
性

が
ぐ
っ
と
高
く
な
り
ま
す
。

住
宅
用
火
災
警
報
器
は
、
火
災
を
早

期
に
発
見
し
、
逃
げ
遅
れ
る
人
を
減
ら

す
た
め
、
消
防
法
や
盛
岡
地
区
広
域
行

政
事
務
組
合
火
災
予
防
条
例
に
よ
り
設

置
が
義
務
付
け
ら
れ
て
お
り
、
新
築
住

宅
に
つ
い
て
は
平
成
十
八
年
六
月
一
日

か
ら
、
既
存
住
宅
に
つ
い
て
も
、
平
成

二
十
三
年
五
月
三
十
一
日
ま
で
に
設
置

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

設
置
が
義
務
づ
け
ら
れ
た
の
は
、﹁
寝

室
﹂
と
一
階
以
外
に
寝
室
が
あ
る
場
合

の
﹁
階
段
﹂
で
す
。
ま
た
、
設
置
の
義

務
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
台
所
な
ど
の
火

を
使
用
す
る
と
こ
ろ
に
も
防
火
安
全

上
、
設
置
が
望
ま
れ
ま
す
。

住
宅
用
火
災
警
報
器
と
は
、
火
災
を

感
知
す
る
機
能
と
、警
報
を
発
す
る︵
知

ら
せ
る
︶
機
能
が
セ
ッ
ト
に
な
っ
て
い

る
コ
ン
パ
ク
ト
な
火
災
警
報
器
で
す
。

住
宅
用
火
災
警
報
器
に
は
、
煙
に
反

応
す
る﹁
煙
式
﹂と
熱
に
反
応
す
る﹁
熱

式
﹂の
二
種
類
の
タ
イ
プ
が
あ
り
ま
す
。

﹁
寝
室
﹂
や
﹁
階
段
﹂
に
は
﹁
煙
式
﹂
が

義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

住
宅
用
火
災
警
報
器
は
、
町
内
の
電

気
店
や
近
郊
の
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
な
ど

で
取
り
扱
っ
て
い
ま
す
。価
格
は
、機
種

や
機
能
に
よ
り
違
い
は
あ
り
ま
す
が
、

三
千
円
程
度
か
ら
用
意
さ
れ
て
い
る
よ

う
で
す
。火
災
か
ら
、自
分
や
家
族
の
命

を
守
る
住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
し

ま
し
ょ
う
。

︻
問
い
合
わ
せ
先
︼盛
岡
西
消
防
署
雫
石

分
署
︵
☎
６
９
２
・
３
２
１
５
︶

雫
石
町
婦
人
消
防
協
力
隊
で
は
、
今

年
度
も
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
を

促
進
す
る
た
め
、
商
品
を
一
括
購
入
す

る
こ
と
で
割
安
に
な
る
こ
と
を
期
待

し
、
町
民
の
皆
さ
ん
に
共
同
購
入
を
ご

提
案
し
ま
す
。
購
入
の
流
れ
や
商
品
が

載
っ
た
チ
ラ
シ
を
十
月
二
十
八
日
に
全

戸
配
布
し
ま
す
。
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
購

入
し
、
マ
イ
ホ
ー
ム
へ
の
設
置
を
進
め

ま
し
ょ
う
。

︻
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合
わ
せ
先
︼町
役
場
総
務
課
消
防

交
通
担
当
︵
☎
６
９
２
・
６
４
９
０
︶

町の住宅用火災警報器（自動火災警報器
含む）の設置状況は、平成22年5月末日現
在、新築住宅・既存住宅合計で2,742世帯
が設置しており、設置率は約45％です。
近年、住宅火災からの逃げ遅れによる死

者が多数発生しています。火災を感知して
知らせる住宅用火災警報器の設置を進めま
しょう。

〈住宅用火災警報器を取り付ける場所の例〉

11月 9日から 15日までは
秋季火災予防運動

11月 9日から 15日まで「『消したかな』
あなたを守る　合い言葉」をスローガンに全
国一斉に秋季火災予防運動が実施されます。
これから暖房機器を使用する季節となりま
す。暖房機器の点検をしてから、安全に使用す
るとともに火の取り扱いには十分注意しま
しょう。

火
災
警
報
器
共
同
購
入
し
ま
せ
ん
か
？

sizu̲1010̲osi  10/10/22  13:35  ページ 1



雫石診療所　11月の診療体制 問い合わせ先
☎692−3155

曜日 担当医師（午前）担当医師（午後）受付時間▶ 8：30〜11：30
13：30〜16：30

①〜③の担当医師は次のとおりです。
①1日、15日、29日▶重光医師
8日、22日▶増田医師

②10日、17日▶桂医師
③12日▶秋山医師
○診療は内科のみで、夜間・土日祝日は休診して
います（休日当番医は実施します）

月 秋　山 ①①
火 秋　山 重　光
水 秋　山 秋　山②
木 秋　山
金 増　田③
担当医師は予告なく変更する場合があります
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今年最後の軽トラ市は「大抽選会」
今年の軽トラ市も 11月 7日が最

後の開催となります。最終回は、温
泉ペア宿泊券や日帰り温泉入浴券
など、豪華景品が当たる大抽選会を
実施。そのほか、今年一年のご愛顧
に感謝を込めて、大盤振る舞いでた
くさんの楽しいイベントを企画し
ています。
【日時】11月 7日（日）9時〜13時
【場所】よしゃれ通り（雫石中心商店街）
●問しずくいし軽トラ市実行委員会
☎692−3321

周　知
11月4日は住基カード交付
などの業務を休止します
住民基本台帳ネットワークシス
テムのメンテナンスのため、住民
基本台帳カードの交付などの業務
を 11月 4日は終日休止します。当
日は、住民基本台帳カードの交付
および公的個人認証の申請、住民
票広域交付の申請が受け付けでき
ませんのでご理解とご協力をお願
いします。
●問町役場住民課　☎692−6470

周　知
見すごすな幼い子どもの SOS
児童への虐待を防ごう
11月は児童虐待防止推進月間

です。町では、雫石町要保護児童
対策地域協議会を設置し、継続的
な支援をしています。「もしかし
て」と感じるようなことがあれば
児童家庭相談窓口（町役場福祉課
☎692−2412）までお知らせくだ
さい。

〜賢く、楽しく、明るい毎日を〜
消費者情報BOX
雫石町役場福祉課☎692‑2111

担当 消費生活相談員 細川（内線170）

このコーナーでは、悪質商法や消費者が巻き込まれるトラブルなどの消
費者情報をお知らせします。消費者トラブルを未然に回避して、賢く、楽
しく、明るい生活が送れるよう、本コーナーの情報をご活用ください。

振り込め詐欺被害が後を絶ちま
せん。警察庁などのまとめから、代
表的な手口を紹介しますので、くれ
ぐれもだまされないように注意し
ましょう。
①オレオレ詐欺
振り込め詐欺の古典型。電話を利
用して親族、警察官、弁護士などを
装います。借金返済、横領金の補て
んなどの名目で現金を口座に振り

込ませてだまし取ります。最近は、
簡単な家族名簿を入手している場
合も目立ちます。
②架空請求詐欺
郵便、インターネットで不特定多

数の者に、架空の事実を口実にして
料金を請求するものです。最近は、
書面に振り込み先の口座番号を記
載せず、電話をかけたときに銀行口
座を指定してくるケースが増えて
います。
③融資保証金詐欺
実際には融資しないにも関わら

ず、融資する旨の文書を送り、融資
を申し込んできた者に対し「保証
金」を口座に振り込ませてだまし取
ります。零細企業の融資先確保の困
難さにつけ込む手口。
④還付金詐欺
社会保険事務所や市町村職員を

名乗り、年金、医療費などを還付す
る手続きであるかのように装って
ATMまで誘導し、操作させて被害
者の口座から犯人の口座に振り込
ませます。この手口は、高齢者に被
害者が多いようです。

●消費生活ミニ辞典（No.6）
「振り込め詐欺類型」

告　知
炭火焼グルメなど出展多数
第 2回農林会館木炭まつり
㈳岩手県木炭協会では、第 2回

農林会館木炭まつりを開催しま
す。炭火焼きグルメコーナーなど
のほか、お買い物をした人、先着
200人にはお楽しみプレゼントも。
【日時】11月 13日（土）▷10時〜16
時、14日（日）▷10時〜15時
【場所】農林会館特設会場（盛岡市
菜園）
●問㈳岩手県木炭協会 ☎626−7630
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●問問い合わせ先団体名　☎電話番号　■FAX FAX番号　〶住所　●eEメール・URL

町では、雫石町環境基本条例に
基づき、環境の保全および創造に
関する基本的な計画として「雫石
町環境基本計画」を策定しまし
た。本計画の内容について、事業
者への周知と事業者などがそれぞ
れの責務を自覚し、環境問題への
総合的かつ計画的な取り組みを進
めていただくことを目的に、次の
とおり説明会を開催します。
【日時】11月 18日（木）、19時〜
【場所】中央公民館大会議室
【対象事業者】町内に住所を有す
る株式会社および特に環境に関連
のある事業者など
※該当事業者には町から通知して
います。
●問町役場環境対策課環境公害担当
☎692−6485

周　知
11月16日、17日は
火葬場を臨時休場します

周　知
町環境基本計画について
町内事業者へ説明会開催
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核家族化や共働き家庭の増加に
伴い、雫石でも子育て支援ボラン
ティアへのニーズが大きくなって
きています。しかし、利用したい
人に比べ、ボランティアの人数が
不足しているのが現状です。ぜひ
この講座を受講し、子育て支援に
協力してみませんか。部分的な受
講も可能です。
【日時】11月 16日（火）〜19日（金）、
9時 45分〜15時 30分
【場所】雫石公民館
【対象者】①心身ともに健康で、子
どもが好きな人　②地域で子育て
を応援するボランティア活動に興
味のある人　③20歳以上の人（学
生は除く）
【定員】20人程度
【内容】子どもの発育・発達、遊び
方、病気と世話の仕方、緊急時の

募　集
子育て支援ボランティア
養成講座の受講生募集中

火葬場は、火葬炉設備保守点検
作業のため、11月 16日、17日は
臨時休場します。
●問町役場住民課　☎692−6471

町では、ユニバーサルデザイン
（UD）フォーラム 2010を開催しま
す。入場は無料で、どなたでも参加で
きますので、ぜひご来場ください。
【日時】11月 14日（日）、12時 30分
開場、13時 30分開会
【場所】中央公民館大会議室
【内容】①ユニバーサルデザイン絵画
コンクール表彰　②活動発表（岩手
県立大学、小岩井農場まきば園・鶯

宿温泉観光協会、商工会女性部 UD
倶楽部、小学生を対象とした講座の
取り組みについて）　③講演（「私の
挑戦〜障害が教えてくれたもの〜
講師チェアスキーヤー横澤高徳氏）
④アトラクション・寸劇（雫石町認
知症お助け一座）　
【司会】IBCアナウンサー風見好栄さん
●問町役場地域整備課地域計画担当
☎692−6575

活動発表や講演会 町UDフォーラム 2010 あなたが選ぶ今年の
町の10大ニュースを募集

町では、1年間の締めくくりと
して皆さんが選ぶ雫石町今年の
10大ニュースを募集しています。
今年１月から現在までで思い出に
残っている出来事はどんなことで
すか。雫石町や町民の皆さんに関
することであれば内容は問いませ
ん。結果は、広報しずくいし 12月
号で報告します。
【応募締め切り】11月 11日※必着
【応募方法】ハガキ、FAX、Eメー
ルのいずれかの方法で、あなたが
選ぶ今年のニュース（上限 10項
目）、住所、氏名を明記して応募く
ださい。
【応募先】町役場経営推進課「広報
10大ニュース」係、〶020‑0595（住
所記載不要）、☎692−6570、■FAX
692−1311、●ekouhou@town.shi
zukuishi.iwate.jp

応急措置など
【受講料】無料
【申し込み先】雫石町地域子育て
支援センター（☎692−0722）で、
11月 2日まで電話で受け付けし
ます（平日 10時〜17時）。
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【保健センター（つどいの広場）開放日】11月 8日（月）10時〜12時【問い合わせ先】保健センター（☎692−2227　■FAX 692−0308）
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※乳幼児健康診査の対象▶3〜4か月児=H22年 7月生まれ、9〜10か月児=H22年 1月
生まれ、1歳児=H21年 11月生まれ

※乳幼児の健康診査、予防接種を早めに終了したい場合は、母子手帳の受け付けを正午
から行います。

◆11月の乳幼児健康診査、各種相談、予防接種

予防接種名 接種年齢 通知案内

BCG 6カ月未満 出生届時に案内

三種混合 3〜90カ月未満 出生届時に案内

第1期麻しん風しん混合 1〜2歳未満 1歳の誕生日以降に通知
※町外の医療機関で予防接種を希望される場合は、依頼書を発行します。印鑑を持参
の上、保健センターに申請してください。

◆個別予防接種 会場：上原小児科医院（要予約☎692−3907）

実施日 内容 対象者 受付時間

5日（金） 乳幼児健康診査 3〜4・9〜10か月、1歳児 13時〜13時 30分

10日（水）ポリオ生ワクチン投与 3〜90か月未満のお子さん 13時 30分〜14時

12日（金）3歳 6か月児健康診査 H19年 3月・4月生まれ 13時〜13時 30分

24日（水） 3歳児歯科検診 H19年 10月・11月生まれ 13時〜13時 30分

25日（木） 赤ちゃん相談 1歳までのお子さん 9時 30分〜11時

会場：保健センター

１．実施期間　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
平成 22年 10月１日から平成 23年３月 31日まで
２．対象者　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
希望する人はどなたでもワクチンを接種することができます。
３．ワクチンについて　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
昨年度は「季節性」と「新型」で別々の接種でしたが、今年度

は、「季節性」と「新型」の混合ワクチン（３価ワクチン）が使用
されます。
４．接種回数　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

・「13歳未満」、「著しく免疫反応が抑制されている人」は２回接
種

・上記以外の人は１回接種
５．接種料金　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
１回目 3,600円、２回目 2,550円（１回目と異なる医療機関

で接種する場合は 3,600円）
６．接種費用負担軽減について　　　　　　　　　　　　　　　　　　
雫石町では接種費用の負担軽減を図るため助成を実施します。
一部助成　　助成額 1回目：2,000円、２回目：1,000円

≪助成対象者≫
①妊婦　②０歳〜高校生に相当する年齢の人　③60歳から 65
歳未満で「心臓」、「腎臓」、「呼吸器」に重い病気がある人、また
は免疫不全ウイルスによる免疫の機能に障害を有する人（身体障
害者手帳一級の人）　④65歳以上の人
※①〜③には個別にすでにご案内しています。
全額助成　※必ず事前に申請が必要です（必要なもの：印鑑）。

≪助成対象者≫
①生活保護世帯に属する人　②町民税非課税世帯に属する人

７．協力医療機関　　　　　　　　　　　　　　
必ず、事前に電話で予約をしてくだ

さい。

８．接種に必要な手続きなど　　　　　　　　　
◎助成対象者が協力医療機関で接種す
る場合
事前の申請は不要です。接種する時

に印鑑が必要です。
◎助成対象者が協力医療機関以外で接
種する場合
印鑑を持参し、保健センターに事

前・事後の申請が必要です。
◎高校卒業年齢相当以上、64歳まで
の人が協力医療機関で接種する場合
医療機関に予診票がありますので、

各自予約の上、接種してください。全額
自己負担となります。
◎高校卒業年齢相当以上、64歳まで
の人が協力医療機関以外で接種する
場合
雫石町が責任をもってワクチン接種

を実施するという観点から、雫石町指
定の予診票を使用して頂きますので、
印鑑を持参し事前に保健センターへ申
請してください。雫石町の予診票をお
渡しします。

医療機関名 電話番号

御所診療所 692−2229

西山診療所 693−3202

御明神診療所 692−3203

高橋医院 692−3318

篠村医院 692−5151

篠村泌尿器科クリニック 692−1285

上原小児科医院 692−3907

雫石大森クリニック 691−2345

鶯宿温泉病院 695−2321

町立雫石診療所 692−3155

栃内第二病院 684−1111

盛岡繋温泉病院 689−2101

かつら内科クリニック 658−1223

平成22年度新型インフルエンザワクチン接種が始まっています
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